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環境経営レポート

活動期間：2023年1月～2023年12月

作成日 ：2024年2月16日

埼玉プレス鍛造株式会社
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Ⅰ 環境方針

環境経営方針

５．　この環境経営方針を各部門に掲示するとともに全社員に環境への意識高揚を図ります。

改訂
改訂
改訂

制定日

代表取締役社長

２００５年　２月１０日

内海　達二

　２０１０年　　２月１日

埼玉プレス鍛造株式会社は経営理念に基づき、アルミニウムを通して環境に優しい品物の
提供や物作りを推進し、省資源、省エネルギーの視点から、以下の環境経営方針を定めそ
の実現に取り組みます。

１．　事業活動による環境影響評価に基づき、技術的経済的に可能な範囲で環境保全活
動の目的を設定し,省資源・省エネルギー・グリーン購入・グリーン調達・リサイクルに努める
とともに製品及びサービスにおいても環境に配慮した物作りや輸送を行い、継続的改善に
取り組みます。

埼玉プレス鍛造株式会社は「経営理念」のもとに、以下の通り環境経営方針を定める。

経　営　理　念

『信頼』と『満足』

お客様に１００％の信頼と満足を提供するためには地球環境保全も
企業が果たすべき責務である。

　２０２０年　　２月１日

環 境 経 営 方 針

３．　環境保全に係わる法律、地域の条例及び業界の指針を遵守し、環境汚染の予防に
努めます。

４．　作業標準、環境保全協定を定め、お客様、地域住民の安心できる確実な処理に努め
ます。

　２００７年　１２月１日

２．　自らが生産、販売、提供する製品の環境性能の向上及びサービスの改善に努めま
す。
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Ⅱ 業務内容

1. 事業者及び代表者名
事業者名 ： 埼玉プレス鍛造株式会社
代表者  ： 代表取締役社長 内海達二

2. 認証・登録対象工場及び所在地
本社・川口工場 ： 埼玉県川口市江戸3-22-11

  静岡工場 ： 静岡県富士宮市山宮3507-35
3. 事業内容

非鉄金属精密熱間鍛造部品の製造、及び販売
4. 認証・登録範囲

全組織、全従業員及び全活動
5. 事業規模（1月～12月）

6. 連絡先 環境管理責任者名 ： 吉田男二郎
TEL 0544-58-7122
FAX 0544-58-0955

５． 実施体制の構築

5.1　実施体制及び責任、権限
　　　エコアクション21環境経営システム（EA21-EMSともいう)を実行し、その結果
　　　を評価し、見直しするための組織を定め、職務を明確にした。

a)　組織
　　エコアクション21EMS遂行の為の組織をEA21組織図に示す。

7.組織・職務・役割・権限

項目 単位 内訳 2021年 2022年 2023年

売上高 百万円 - 2,569 3,089 4,205

川口工場 32 37 35

静岡工場 67 79 86

全体 99 116 121

床面積 ㎡ - 7,194 7,194 7,194

従業員 人
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Ⅱ 業務内容

7.組織・職務・役割・権限（続き）

あ

区分

制定
改訂

b)　社長の職務

　　最高責任者として下記業務を遂行する。

　　（１）　環境方針を作成する。「環境経営目標」及び「年度環境経営計画及び実績」の承認。

　　（２）　「環境経営システム」の見直しを毎年1月に実施し、環境経営

　　　　　　システムが効果的に運用されているか確認する。システムの変更の

　　　　　　必要が有ると判断したときは、環境管理責任者に指示し、改訂させる。

　　（３）　社長は、自身の環境経営に関する職務を代行する環境管理責任者

　　　　　　に環境経営計画の責任者を任命する。

　　（４）　経営資源の準備　　（５）　実施体制の評価と見直し

c)　環境管理責任者の職務

　　（１）　本ガイドライン要求事項を満たす環境経営システムを構築し、実施し、

　　　　　　維持する責任を権限を持つ。

　　（２）　EA21-EMSの実施状況及び改善のための必要性の有無について社長

　　　　　　に直接報告する。

　　（３）　環境経営レポートの作成。

　　（４）　環境5Sパトロールの統轄及び管理。

　　（５）　環境負荷物質の使用状況の把握を行う。

　　（６）　EA21-EMSに関する事項について外部機関と連絡をとる。

　　（７）　環境関連法規の取りまとめ及び遵守状況チェック表の作成

d)　推進委員の職務

　　（１）　EA21-EMSの実行責任者としての責任と権限をもつ。

　　（２）　責任部署内のEA21-EMSの活動を計画し推進する。

　　（３）　環境5Sパトロール結果に基づき是正、改善に努める

e)　環境事務局（EA21事務局）の職務

　　（１）　環境経営目標及び年度環境経営計画を年頭に作成する。

　　（２）　環境管理責任者の指示に従い、EA21-EMSの維持管理の実施、

　　　　　　その他環境に関する雑務を担当する。

　　（３）　環境調査表に資源、環境負荷物質使用量を入力し集計する。

　　（４）　環境5Sパトロールを実施、集計し是正を指示する。

　　（５）　環境委員会の事務局も併せて担当し、経営会議内にて環境に関する報告

　　　　　を行い議事録に残す。

５．２　環境委員会の役割

a)　環境経営目標を検討し、起案する。

b)　年度環境経営計画の実施状況の確認とフォロー、及び問題点の把握とその解決。

c)　環境改善提案の促進（各部門への呼び掛け、ヒントの提供他）

ｄ） 環境関連法規の取りまとめ及び遵守状況のチェック

e)  環境に関わる問題点の是正処置及び予防処置の実施の結果確認

15版
環境マニュアル

環境マニュアル2005年2月10日
2019年9月16日

改訂
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Ⅲ 環境経営目標及び実績まとめ

全体 4,157 t

静岡 3,820 t

川口 337 t

項目 目標 内訳 単位 目標値 実績 判定

静岡工場 t/CO2 1,419 3,493 未達成

川口工場 t/CO2 573 593 未達成

全体 t/CO2 1,992 4,086 未達成

静岡総量 kg - 3,492,596

静岡原単位 kg-CO2/生産量ｔ 1,987 914

川口総量 kg - 593,209

川口原単位 kg-CO2/生産量ｔ 1,898 1,760

全体総量 kg - 4,085,805

全体原単位 kg-CO2/生産量ｔ 1,961 983

静岡工場 歩留率% 56.5% 60.0% 達成

川口工場 歩留率% 68.2% 67.0% 未達成

全体 歩留率% 59.5% 60.5% 達成

静岡総量 ㎥ - 22,626

静岡原単位 ㎥/生産量ｔ 9.5 5.9

川口総量 ㎥ - 6,014

川口原単位 ㎥/生産量ｔ 12.0 17.8

全体総量 ㎥ - 28,640

全体原単位 ㎥/生産量ｔ 10.3 6.9

静岡総量 kg - 6,476

静岡原単位 kg/生産量ｔ 1.5 1.7

川口総量 kg - 9,285

川口原単位 kg/生産量ｔ 23.4 27.6

全体総量 kg - 15,761

全体原単位 kg/生産量ｔ 8.0 3.8

静岡総量 kg - 213,530

静岡原単位 kg/生産量ｔ 960.8 55.9

川口総量 kg - 3,881

川口原単位 kg/生産量ｔ 437.7 11.5

全体総量 kg - 217,411

全体原単位 kg/生産量ｔ 805.3 52.3

静岡総量 kg - 12,625

静岡原単位 kg/生産量ｔ 3.5 3.3

川口総量 kg - 7,185

川口原単位 kg/生産量ｔ 23.8 21.3

全体総量 kg - 19,810

全体原単位 kg/生産量ｔ 9.6 4.8

2023年度生産実績

CO2排出量
2019年比
3.5%削減

生産量当たりの
水資源使用量

2019年比
3.5%削減

達成

未達成

達成

達成

達成

達成

資源投入量
削減率

（歩留率）

2019年比
3.5%向上

生産量当たりの
CO2排出量

2019年比
3.5%削減

産業廃棄物
排出量

2019年比
3.5%削減

達成

達成

達成

一般廃棄物
排出量

2019年比
3.5%削減

未達成

未達成

達成

化学物質
使用量

2019年比
3.5%削減

達成

達成

達成
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Ⅲ 環境経営目標及び実績まとめ

活動結果（全体）

CO2排出量
生産増に伴い電気、ガスの使用量が増えCO2排出量が増えた。

生産量当たりのCO2排出量
省エネタイプの加熱炉を導入する等、CO2排出量の削減に努めた。
省エネタイプの設備用クーラーを導入し、CO2排出量の削減に努めた。

資源投入量削減率（歩留率）
歩留率を高めた新規部品の生産割合が増えてきた為歩留率が高い傾向となった。

生産量当たりの水資源使用量
条件の異なる段取替えを少なくする等、熱処理計画の工夫により水使用量を減らした。

一般廃棄物排出量
書類のPDFデータ保管を増やす事により紙の排出量を減らした。

産業廃棄物排出量
1日の生産数を増やして製品1個あたりの酸洗排水量を減らすようにした。

化学物質使用量
製品の再酸洗頻度を減らす活動により化学物質使用量を減らした。

二酸化炭素排出係数：東京電力2022年0.376kg-co2/kwhにて算出 （静岡・川口）
 イーネットワークシステムズ2021年0.323kg-co2/kwhにて算出 （川口）
中部電力2021年0.459kg-co2/kwhにて算出 （川口）

歩留率：使用アルミ素材に対する完成製品の比率

PRTR法に該当する物質の使用はありませんが、水処理で使用する薬品の削減を目標に
上げています。
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Ⅳ 環境経営計画・実績

環境経営計画及び実績表（静岡工場）

環境経営計画表を用いて年間経営計画を立案し、毎月活動の集計・レビューを行った。
また、次年度も活動内容は継続とする。

承認 確認 作成

●結果
渡辺

No 取組項目 ﾗﾝｸ １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

A

A 122.3％ 126.7% 122.1％ 105.2% 202.5% 169.7% 177.0% 139.6％ 151.9％ 120.0％ 108.9% 102.7%

B

C

A

A 112.3％ 102.4% 120.3％ 100.3% 192.0% 152.7% 165.0% 132.7％ 131.2％ 110.5％ 106.1% 101.5%

C

A

A 30.1％ - 73.6％ - 84.0% - 114.0% - 134.8％ - 104.1% -

C

C

B

B

B

B

A 0.29％ 0.26% 0.20％ 0.24% 0.12% 0.18% 0.21% 0.21％ 0.16％ 0.21％ 0.20% 0.25%

B

C

C

C

A

A

A

B

B

B

C

B

5
環
境

教
育

B ●1/6 ●2/1 ●3/1 ●4/3 ●5/8 ●6/1 ●7/3 ●8/1 ●9/1 ●10/2 ●11/1 ●12/1

B

A ●1/13 ●2/3 ●3/3 ●4/7 ●5/12 ●6/2 ●7/7 ●8/4 ●9/1 ●10/6 ●11/3 ●12/1

7
そ
の

他 A
●1/6

（防災訓練）

8 A ●1/6 ●2/1 ●3/1 ●4/3 ●5/8 ●6/1 ●7/3 ●8/1 ●9/1 ●10/2 ●11/1 ●12/1環境推進委員会（毎月１回）

　・環境方針、活動計画の徹底（朝礼、会議、掲示）

　・環境を含めボランティア活動への積極参加

　・団地緑化運動への共同参画（毎月第一金曜日）

３．一般廃棄物

２．出荷、輸送における取組

検具・トリム・ｽｸﾗｯﾌﾟ鋼材・ｴｱﾀﾝｸ再利用、ﾜｲﾔｰｶｯﾄ導入による歩留まり向上

工場

有志

製造 （酸洗）

全社

工場

工場

全社

　　・水使用量の削減（2カ月に1度）（前年度2％減）　

　・環境更新審査・環境上の緊急事態対応訓練の実施

　　・購入品の削減（ペーパーレス化等） 全社

　　・高強度の提案により、製品軽量化への取り組み

　　・金型寿命UP、金型共用化、不要型再利用

工場

EA事務局・防火管理者

１．購入電力の削減　

　　・電化製品の省電力化、ムダな電気使用削減（前年度2％減）　

　　・デマンドの有効活用による計画的削減管理

２．LPG使用の削減

　　・熱処理ガス量削減（前年度2％減）　

２．金属くず

　　・廃液（酸・アルカリ等）の削減活動 製造 （酸洗）

１．製品の設計、製造における取り組み

　　・工程内品質不良の削減（目標：0.2％以下）

　　・鍛造技術向上によりスクラップ削減（歩留率向上）

　・環境教育、分別の徹底、ゴミ置き場の改善

　　・その他

埼玉プレス鍛造株式会社

責任者

工場

工場

2023年環境経営計画及び実績（静岡工場）
『ABC』活動を実践しよう

　　・その他

具体的活動

環境定期会議（経営会議）

総評

今年度はペーパーレス
化も進んできている。
今後も変わらず紙を使
わない方向に改善を進
めてほしい。
機械の設定などによる
加工時間などの短縮は
改善効果が大きいの
で、横展開できるものを
精査し今後も続けても
らいたい。

12月

静岡工場

営業管理課

営業管理課　技術開発課

技術開発課　製造（鍛造）

EA事務局

頻度が多いものを再
利用できる改善は良
いと思います。類似が
ありましたら横展開を
お願いします。

修理して直せるものは
直し再利用するの
は、環境面・費用面か
ら見ても無駄がなく、
今後も各種部品に展
開してもらいたい。

一枚にまとめられる様
式はまとめた方が紙の
削減になってよい。
再利用できるものは対
応し、経費と資源が無
駄にならないよう努め
てもらいたい

ペーパレス化など他に
も展開できる改善も今
後も続けてください。

品質改善活動

全員集会、環境活動計画の掲示版掲示、SDG’s

工業団地と共同活動清掃活動

緊急事態対応訓練

点検者

ペーパレス化など他
にも展開できる改善も
今後も続けてくださ
い。

備品を最後まで使い
切ることも大事なエコ
活動なので、バフも含
め最後まで備品を使
い込むようにしてもら
いたい。

LED化は効果がある
ので、各照明設備を
確認し移行できる箇
所は変更の検討をお
願いします。

ツール・加工プログラ
ムの変更などで効率
化できる部分は多い
ので今後も改善に取
り組んでください。

継続的に改善活動を
行うようにしてくださ
い。

ペーパレス化など他
にも展開できる改善も
今後も続けてくださ
い。

社内のLED化は進ん
でいますが、今後も継
続して改善をお願い
します。

2段時効をなくすこと
により、ガス・電気など
のエネルギーの削減
になる為とても良い活
動です。一部品だけ
ではなく他の部品もで
きる様、開発を行って
ください。

・ﾋｰﾀｰ絶縁修理
・ｽｷｬﾝﾃﾞｰﾀﾍﾟｰﾊﾟｰﾚ
ｽ化

・工業統計調査票 提
出電子化

・給与明細電子化に
よる紙削減

・LED照明設置（駐輪
場）

・熱処理2段時効レス ・チェックリストラミ
ネート化による紙削減

・リフター再利用
・始業点検表 集約化

8月 11月

・ﾗｼﾞｱﾙ変更加工時
間短縮
・段ボール置き場表
示
・ﾃﾞｰﾀ保存による紙
削減

・使い古しバフの消費 ・ﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀ 機内照
明LED化

・P33A工具変更によ
る加工時間短縮

項目なし

7月1月 3月 4月 5月 6月

３．水使用量の削減

　　・その他

１．産業廃棄物

営業管理課

全社

総務課

技術開発課

全社

9月 10月

全社

　　・その他

　・化学物質使用量の把握と削減の実施

　・薬品の内容確認とエコ薬品への変更 

　　・廃棄物の適正処理・置き場改善

2月

KOﾌﾟﾚｰﾄ多数個取

作成日2024年1月5日

備考（昨年実績例等）

ﾌﾟﾗﾀﾞﾝ再利用、不用品の移動

　　・材料や製品の荷姿の改善などによる副資材の削減

製
品
及
び
サ
ー

ビ
ス
に

お
け
る
環
境
配
慮

加工プログラム最適化、エアブロー作業性向上、スキャンプログラム作成

熱処理数増加改善

　　・運送方法の改善による削減活動

6

団
地
美

化
運
動

実施状況
（担当：渡

辺）

1

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
低
減

2

廃
棄
物
等
排
出
量
低
減

4
薬
品

削
減

3

給与明細電子化よる紙削減

     変更加工時間短縮

段ボール置き場表示

使い古しバフの消費

         機内照明LED化

P33A工具変更による加工時間短縮

    保存による紙削減

LED照明設置（駐輪場）

熱処理2段時効レス

チェックリストラミネート化による紙削減

    絶縁修理

                化

始業点検表 集約化

リフター再利用

工業統計調査票提出電子化
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Ⅳ 環境経営計画・実績

環境経営計画表を用いて年間経営計画を立案し、毎月活動の集計・レビューを行った。
また、次年度も活動内容は継続とする。

環境経営計画及び実績表（川口工場）

承認 確認 作成

内海 小荷田 毛塚 埼玉プ レス鍛造（株）

No 責任者 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

１．使用電力の低減

　・生産計画によ る 稼働率向上 鍛造 83.7% 87.1% 82.6% 84.4% 80.5% 85.7% 82.9% 81.6% 81.5% 80.9% 75.3% 82.0%

　・エコ活動によ る 電力使用量の削減(前年比) 全社 -1.5% -10.1% -3.0% 4.5% 10.5% 7.1% 1.5% -10.9% -6.9% 5.6% 1.6% -0.3%

　・生産量(t)あたり電力使用量の削減(前年比) 熱処理 -0.3% 6.4% 15.2% 10.0% -3.2% 6.3% 8.2% 15.4% 19.5% 1.2% 1.5% 0.6%

２．ガス及び燃料使用量の低減

　・鍛造加熱炉の生産計画・保温・断熱処理によ る 削減 鍛造 25.9% 13.1% 30.7% 11.1% 8.3% 17.9% 2.1% 15.4% 12.1% -5.5% 7.4% -8.2%

３．エコ活動によ る 化石燃料使用量の削減

　・ガソリン 、灯油等の消費削減 業務 9.2% -16.8% -54.2% 64.6% -26.9% 71.2% -23.9% -33.2% 24.9% -17.3% -10.9% -0.9%

３Ｒの実施

　・Ｒｅｃｙｃｌｅ（再資源）

　Ⅰアルミスクラ ップ の材質分別監視

　　ⅰスクラ ップ 排出量(前年比) 業務・プ レス 59.0% 21.9% 18.1% 26.9% 51.6% 21.2% -7.1% 13.1% -10.5% 16.4% -6.5% -5.5%

　　ⅱスクラ ップ 重量/生産重量(前年比) 業務・プ レス 13.9% 6.3% -2.2% 4.1% -12.8% -6.3% -11.4% 2.4% -9.6% -4.9% -3.1% -6.2%

　・Ｒｅｕｓｅ（再利用）

　　ⅰ仕切り段ボールの再利用によ る ダン ボール削減(前年比) 各工場 -18.7% 3.0% -19.8% 9.4% 2.2% 14.2% 4.9% 6.0% 62.3% 74.9% 77.8% 46.5%

　・Ｒｅｄｕｓｅ（減らす）

　　ⅰ可燃物排出量の低減(前年比) 全社 34.8% 22.1% -1.1% -15.5% -12.5% -14.6% 54.8% -6.8% 27.3% 20.4% -2.0% -16.5%

１．設計・開発に対する 取組

　・金型構造向上によ る 鍛造荷重の軽減 技術開発 1300 1330 1340 1330 1320 1330 1340 1330 1340 1320 1220 1050

　・鍛造解析によ る スクラ ップ 削減 技術開発 74.9% 75.0% 74.6% 75.0% 74.8% 75.1% 76.5% 75.2% 76.2% 75.2% 75.1% 75.5%

２．その他

　・カ ラ ーコピ ーの削減 業務

　・焼入れ水槽の使用量監視 熱処理 22.8% -4.5% 19.1% 14.8% -5.4% 45.0% 27.8% 54.7% 41.6% 39.6% 6.5% -40.8%

　・排水処理機の監視 熱処理

　・更新審査及び維持活動 ＥＡ事務局

　・環境活動及び計画の周知徹底 全社

　・緊急時対応訓練 全社 1/6実施

　・さいたま緑のトラ スト運動 全社

　・環境保全活動の参画 全社

　・新郷工業団地 緑地清掃（年1回、各社1名参加） 業務課

１月 ２月

毛塚 毛塚

水の使用量が不可解

に増えていた原因が判

明し修復できた。

後半から歩留まりが向

上し、アルミスクラップ

を削減することができ

た。

設備の故障が非常に多くな

り、稼働率が毎年悪化して

いる。設備更新あるいは移

転等の根本的な改革が必

要な時期に来ていると懸案

される。また、ガスの使用効

率も落ちているので加熱炉

の遮熱強化が必要である

毛塚

4月より電力をエバーグリーン

から購入を決定した。

鍛造加熱炉の熱遮断方法に

ついて2社から提案を受け、

部分施工によるトライを検討

中。

遮熱対策へのメンテナンスフ

リーについては作業環境対策

を含めて検討下さい。各機器

の光熱使用量、水道使用量

等、日々管理すべき部分はあ

ると思います。管理すべき部

分について棚卸を実施し日々

の管理をお願いします。

水道量、ガス使用量、ガソ

リン、灯油、梱包副資材

等、異常値が認められて場

合は直ぐに原因究明、是正

活動をお願いします。

設備老朽化は以前よりの

懸案事項である。今後静

岡工場の遊休設備、新規

設備投資等を含め川口工

場全体のレイアウト変更を

検討してください。

設備、人員、場所等を含めて

今後の計画が必要と思われ

るが、新工場案に基づき全社

的な検討が必要である。

担当者 毛塚 毛塚 毛塚 毛塚 毛塚 毛塚 毛塚

点検者（工場長）

キャパーオーバー対策によ

り小ロット生産は必要と思

われるが、段取り時間の

短縮、各条件の纏め生産

等の効率化を検討するよ

うお願いします。

納期調整などの情報は営

業管理との情報交換を緻

密にするようお願いしま

す。生産負荷の計画につ

いて中長期の確認をお願

いします。設備トラブル防

止についても継続的活動

をお願いします。

徐々にエネルギー費高騰が起

きています。製造業としては生

産が第一使命ですが、日々の

計画と実績を確認するようお願

いします。

GW連休により稼働日数が若干

少なくなります。ロットのまとめ

生産は遅延対策として必要と

思われるが、在庫推移を注視

し無駄な在庫増にならぬようお

願いします。

組織変更については分業責任

を設け効率化を図るようにお

願いします。又、生産効率、在

庫推移等の分析、対策をお願

いします。

地域的な水道料金の問題もあ

るが、使用量削減対策等も検

討をお願いします。又、従業員

の環境対策として必要であれ

ば福利厚生の観点から設備導

入等の検討をお願いします

引き続き高温の日々が続き従

業員の体調、健康管理などに

注視するようお願いします。

又、休日出勤、変則稼働による

管理体制についても注視願い

ます。

製造工程での水使用が必然で

あれば夏季、冬季での使用量

分析をお願いします。必要であ

ればクーリングタワー等の設備

導入を検討するようお願いしま

す。只、次月も高温日が続く予

想ですので注視するようお願い

します。

毛塚 毛塚 ○残された問題点

実施状況

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 ○良かった点

キャパーオーバーに

よる納期遅延対応の

為、生産を分散化し

ていることでエネル

ギー効率が悪くなっ

てしまっている。納期

調整・オーダーの平

滑化が望まれる

設備トラブルが無かったた

め稼働率が久々に目標達

成した。ヤマハ様に内示領

域でのオーダー調整を都度

お願いすることで無理な小

分け生産も減ったのが大き

い。

生産量当たりの電力・ガ

スの使用量が昨年より悪

化しているので原因を分

析したところ、やはり段取

替えが多くなっていること

で生産待機時間が増え、

保温のためエネルギー

消費が増えているよう

だ。生産の合理化を急ぎ

たい。

生産のピークが4月で一

旦落ち着き、5月からは

平常運転に近い操業が

できそうだ。エネルギー

効率を上げるため出来る

だけロットをまとめて連続

生産するよう計画の見直

しを行った。

今月から製造課長を交代

し人員管理と設備の管理

を吉田課長に委ねること

にした。これまであまり手

が回らなかった仕上作業

内容の合理化にも取り組

んでもらい残業の削減効

果に期待したい。

今年の暑さは例年より厳

しいため作業環境の改善

が急務となった。送風機

付きの作業着や大型冷

風機などの導入を検討す

る。また、水の使用量が

増えているが、暑さ対策

以外の要因がないか調

査している。

水の使用量が引き続き増

加しているが、特に水漏

れ等の個所はなく、暑さ

対策での使用(ミスト等)の

影響と考えられる。大型

の送風機を設置、送風作

業着(ベスト)の着用を実

施した。

水使用量増加の原因が

判明した。連日の暑さで

熱処理の水温調節に膨

大な量の水を使用してい

た。対策として水温の基

準をギリギリまで上げて

できるだけ冷却しない方

法に変更した。

鍛造加熱炉2台の遮熱対策で

アルミシートを巻いているが

年数が経ち劣化してきている

ので新たに遮熱塗料による方

策を検討している。水の使用

については締め日の関係で9

月も多くなってるが来月は減

る見込みである。

水の使用量がさらに増えて

いるため業者に確認しても

らったところ原因がさらに発

見された。熱処理水槽への

水道管が屋外で破れてお

り、地中に漏洩していた。す

でに修理済み。

800tで1週間止まる故障

があり全体の稼働率が大

きく下がってしまった。来年

度の電気購入先を検討

し、再生エネルギー主体の

電力会社に替えることで

Co2削減が見込めるよう

だ。

3
水

を

大

切

に

！

18.4% 水道使用量の監視

濾布の再利用を 実施

4

み

ん

な

で

理

解

す

る

環

境

教

育

エコアクショ ン ２１

定例会議・全体集会等

災害時における 防災訓練

地

域

社

会

の

た

め

に

そ

の

他

トラ スト協会への協力

トラ スト協会への協力

ブ ロ ック毎に清掃活動

1296 鍛造荷重の管理

75.2% 歩留り（75％以上）の改善、アルミスクラ ップ 削減

不必要なカ ラ ーコピ ーの廃止（前年同月比５％低減）

2

資

源

を

大

切

に

す

る

！

廃

棄

物

等

排

出

量

の

低

減

16.6% 対前年比排出量(kg)

-2.5% 対前年比排出量(kg)/生産重量(t)

地

球

を

汚

さ

な

い

！

21.9% 排出量/生産重量（熱処理重量、ｔ）

7.5% 排出量/生産重量（熱処理重量、ｔ）

製

品

及

び

サ

ー

ビ

ス

に

お

け

る

環

境

配

慮

2023年環境経営計画及び実績

取組項目 具体的活動 評価 備考

1

温

暖

化

を

防

ぐ

！

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

低

減

82.4% 稼働率の向上（目標85％）

-0.2% 電力使用量(kw)の前年比

6.7% 電力使用量(kw)/生産重量(t)の前年比

10.9% ガス使用量/生産重量

-1.2% 燃料使用量前年比
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Ⅴ 集計データ・活動内容

主な活動
・省エネタイプの加熱炉、設備用クーラーを導入しCO2排出量削減に努めた。
目標未達の原因と対策
・生産増に伴いCO2排出量が増えた。対策として稼働率の向上に努める。

目標未達成

目標

目標達成
目標

目標：2019年比3.5%削減 単位：t-CO2

2019年（基準） 2023年目標 2023年実績 2023年達成率

静岡工場 1,470 1,419 3,493 40.6%

川口工場 594 573 593 96.7%

全体 2,064 1,992 4,086 48.7%

①-2　生産量（重量）当たりのCO2排出量

目標：2019年比3.5%削減 単位：kg-CO2/t

内訳 2019年（基準） 2023年目標 2023年実績 2023年達成率

購入電力 772 745 388 192.0%

化石燃料 1287 1242 526 236.0%

合計 2059 1987 914 217.3%

購入電力 1100 1062 870 122.0%

化石燃料 867 837 890 94.0%

合計 1967 1898 1760 107.8%

購入電力 870 839 427 196.4%

化石燃料 1162 1121 556 201.8%

合計 2032 1961 983 199.5%

静岡工場

川口工場

全体
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Ⅴ 集計データ・活動内容

主な活動
・多数個取り部品を増やし歩留を向上に努めた。
・熱処理の計画を工夫し焼入水槽の冷却水投入量を減らした

目標

目標

目標達成

目標達成

②　資源投入量削減率（歩留率）

目標：2019年比3.5%向上 単位：歩留率%

2019年（基準） 2023年目標 2023年実績 2023年達成率

静岡工場 54.5% 56.5% 60.0% 106.3%

川口工場 65.9% 68.2% 67.0% 98.2%

全体 57.5% 59.5% 60.5% 101.7%

③　生産量当たり水資源使用量

目標：2019年比3.5%削減 単位：使用量㎥/生産量t

2019年（基準） 2023年目標 2023年実績 2023年達成率

静岡工場 9.9 9.5 5.9 160.9%

川口工場 12.5 12.0 17.8 67.5%

全体 10.6 10.3 6.9 149.1%
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Ⅴ 集計データ・活動内容

主な活動
・1日の生産数を増やす事により製品1個あたりの酸洗廃液量を減らした。
・段ボールやエアーパッキンを使用しない荷姿の製品を増やし廃棄物量を減らした。
・書類のPDF化を推進して紙の出力を減らし紙廃棄量を減らした。

目標達成

目標

目標

目標達成

④-1　一般廃棄物排出量

目標：2019年比3.5%削減 単位：排出量kg/生産量t

2019年（基準） 2023年目標 2023年実績 2023年達成率

静岡工場 1.6 1.5 1.7 89.9%

川口工場 24.3 23.4 27.6 85.1%

全体 8.3 8.0 3.8 212.0%

④-2　産業廃棄物排出量

目標：2019年比3.5%削減 単位：排出量kg/生産量t

2019年（基準） 2023年目標 2023年実績 2023年達成率

静岡工場 995.6 960.8 55.9 1718.9%

川口工場 453.6 437.7 11.5 3800.9%

全体 834.5 805.3 52.3 1539.8%
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主な活動
・1日の生産数を増やす事により製品1個あたりの酸洗薬液使用量を減らした。

目標達成

目標

Ⅴ 集計データ・活動内容

⑤　化学物質使用量

目標：2019年比3.5%削減 単位：使用量kg/生産量t

2019年（基準） 2023年目標 2023年実績 2023年達成率

静岡工場 3.7 3.5 3.3 107.1%

川口工場 24.7 23.8 21.3 111.7%

全体 9.9 9.6 4.8 200.7%
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環境意識の向上

Ⅴ 集計データ・活動内容

主な取り組み
・緊急事態対応訓練規程に基づき災害を想定した教育を実施し、環境意識が向上した
・工業団地内の一斉清掃に積極的に参加し、工業団地全体の美化活動に貢献した
・毎月5Sパトロールを実施し資源の無駄や環境管理の指摘、改善に努めた

緊急事態対応訓練資料

工業団地一斉清掃の参加

5S（環境）パトロールの実施
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環境意識の向上

Ⅴ 集計データ・活動内容

主な取り組み
・SDGsに賛同し「SDGｓ宣言」を作成し社内及び社外に対する活動の

宣言、アピールを行う。

SDGｓ宣言



15

Ⅵ 2023年の環境経営目標

次年度以降の活動項目及び目標値

2024年も引き続き環境向上に即した具体的活動を設定し、計画的に実施していく。

数値目標を達成する為の来年度環境活動

・省エネタイプの機器（エアコン等）導入
・段ボール、エアーパッキンの再利用推進
・鍛造タクトUPよる離型剤、ガス使用量削減
・熱処理生産計画の工夫によるガス、水使用量の低減

Ⅶ 環境関連法規等の遵守状況確認及び違反、訴訟の有無

1. 環境関連法規等の遵守状況について、未遵守の法規等は無かった。
（別紙環境関連表記の取りまとめ表及び遵守状況チェック表参照）

2. 環境に関する違反や訴訟は無かった。

3. 地域、関係機関等からの苦情及び指摘は無かった。

2023年目標

2019年（基準） 2019年比 2023年実績

3.5%削減・向上 削減率 値 削減率 値 削減率 値

静岡工場 1,470 1,419 3,493 2019年比4%削減 1,411 2019年比4.5%削減 1,404 2019年比5%削減 1,397

川口工場 594 573 593 2019年比4%削減 570 2019年比4.5%削減 567 2019年比5%削減 564

全体 2,064 1,992 4,086 2019年比4%削減 1,981 2019年比4.5%削減 1,971 2019年比5%削減 1,961

静岡工場 2,059 1,987 914 2019年比4%削減 1,977 2019年比4.5%削減 1,966 2019年比5%削減 1,956

川口工場 1,967 1,898 1,760 2019年比4%削減 1,889 2019年比4.5%削減 1,879 2019年比5%削減 1,869

全体 2,032 1,961 983 2019年比4%削減 1,950 2019年比4.5%削減 1,940 2019年比5%削減 1,930

静岡工場 54.5% 56.5% 60.0% 2019年比4%向上 56.7% 2019年比4.5%向上 57.0% 2019年比5%向上 57.3%

川口工場 65.9% 68.2% 67.0% 2019年比4%向上 68.6% 2019年比4.5%向上 68.9% 2019年比5%向上 69.2%

全体 57.5% 59.5% 60.5% 2019年比4%向上 59.8% 2019年比4.5%向上 60.1% 2019年比5%向上 60.4%

静岡工場 9.9 9.5 5.9 2019年比4%削減 9.5 2019年比4.5%削減 9.4 2019年比5%削減 9.4

川口工場 12.5 12.0 17.8 2019年比4%削減 12.0 2019年比4.5%削減 11.9 2019年比5%削減 11.9

全体 10.6 10.3 6.9 2019年比4%削減 10.2 2019年比4.5%削減 10.2 2019年比5%削減 10.1

静岡工場 1.6 1.5 1.7 2019年比4%削減 1.5 2019年比4.5%削減 1.5 2019年比5%削減 1.5

川口工場 24.3 23.4 27.6 2019年比4%削減 23.3 2019年比4.5%削減 23.2 2019年比5%削減 23.1

全体 8.3 8.0 3.8 2019年比4%削減 8.0 2019年比4.5%削減 8.0 2019年比5%削減 7.9

静岡工場 995.6 960.8 55.9 2019年比4%削減 955.8 2019年比4.5%削減 950.8 2019年比5%削減 945.9

川口工場 453.6 437.7 11.5 2019年比4%削減 435.5 2019年比4.5%削減 433.2 2019年比5%削減 430.9

全体 834.5 805.3 52.3 2019年比4%削減 801.2 2019年比4.5%削減 797.0 2019年比5%削減 792.8

静岡工場 3.7 3.5 3.3 2019年比4%削減 3.5 2019年比4.5%削減 3.5 2019年比5%削減 3.5

川口工場 24.7 23.8 21.3 2019年比4%削減 23.7 2019年比4.5%削減 23.6 2019年比5%削減 23.4

全体 9.9 9.6 4.8 2019年比4%削減 9.5 2019年比4.5%削減 9.5 2019年比5%削減 9.4

項目 単位 内訳

次年度以降目標

2024年 2025年 2026年

CO2排出量 t/CO2

生産量当たりの
CO2排出量

kg-CO2
/生産量t

資源投入量
削減率

（歩留率）
歩留率%

化学物質
使用量

使用量kg
/生産量ｔ

生産量当たりの
水資源使用量

使用量㎥
/生産量ｔ

一般廃棄物
排出量

排出量kg
/生産量t

産業廃棄物
排出量

排出量kg
/生産量t



16

Ⅶ 環境関連法規等の遵守状況確認及び違反、訴訟の有無
別紙「環境関連法規の取りまとめ及び遵守状況チェック表 静岡工場 （2023年11月15日）」

文書番号：EM-28 点検日
埼玉プレス鍛造㈱　静岡工場 点検者 営業管理課　 吉田

項目 法規則名 主要な法規制等 対応・確認項目 確認・届出日 〇・×
一般廃棄物 改修又は処分は定められた業者に委託 工業団地内回収場所へ出しているか 10/27確認

（法第12条、法第12条の2） （雑紙）
場内廃段ボール置き場に入れているか 10/27確認
(段ボール）

産業廃棄物 廃棄物の適正処理の確保 廃棄物置き場に置かれているか 10/27確認
（法第3条第1項）
産業廃棄物の保管の遵守 廃棄物置き場に表示はあるか 10/27確認
（法第12条第2項） （60×60以上　種類、責任者）
廃棄物の飛散・流出・地下浸水の防止 廃棄物の飛散、漏洩はないか 10/27確認
（規第8条）
産業廃棄物の処理委託基準の遵守 契約書は取交しされているか 10/27確認
（法第12条第5項） （収集業者、処理業者）
産業廃棄物の委託契約書に含まれるべき事項

（規第8条の4の2）
委託先の実地確認 年1回実施確認を行っているか ホクセイ11/8実施

（静岡県条例第10条） （優良業者は実施確認不要） 星翔11/10実施
産業廃棄物管理票の管理義務の交付の報告 年1回状況報告書を提出しているか 6/26提出
（法12条の3第2項～第6項） （静岡県東部健康福祉センター宛） 電子申請
マニフェストの交付の報告 マニフェストは作成保管されているか 10/27確認
（法12条の3第7項）

特別管理産業廃棄物 特別管理産業廃棄物の処理委託基準 契約書は取交しされているか 10/27確認
（法第12条の2第5項） （収集業者、処理業者）
特別管理産業廃棄物管理責任者の選定 管理責任者は選定されているか 2019/9/13届出
（法12条の2第8項） 吉田男二郎
特別管理産業廃棄物減量化計画の提出 年1回状況報告書を提出しているか 6/26提出
（法12条の2項） （静岡県東部健康福祉センター宛）
電子マニフェストの報告 年1回実施確認を行っているか 実地確認不要
（法12条の5項） （優良業者は実施確認不要） J&T,ミダック優良
特別管理産業廃棄物保管の遵守 特管廃棄物置き場に置かれているか 10/27確認
（法12条の2第2項）
特別管理産業廃棄物保管基準 特管廃棄物置き場に表示はあるか 10/27確認
（規第8条の13） （60×60以上　種類、責任者）
特別管理産業廃棄物の管理義務 廃棄物の飛散、漏洩はないか 10/27確認
（法第12条の2第5項～第7項、第14項）

騒音 特定施設の設置・変更等の届出 特定施設使用届出はあるか 2006/6/16届出済

（法第8条第1項）
規則基準の遵守義務 測定結果は問題ないか 11/6確認
（条例第53条第1項又は第2項） （第4種区域 工場境界昼間70dB以下） 基準超え無し
公害防止管理者等の選任とその届出 統括責任者、管理責任者はいるか 1997/12/24内海達二

（法第4条第3項に準用する第3条第3項） 1999/11/1小荷田毅

振動 特定施設の設置・変更等の届出 特定施設使用届出はあるか 2006/6/16届出済

（法第6条第1項）
規則基準の遵守義務 統括責任者、管理責任者はいるか 1997/12/24内海達二

（条例第80条第1項又は第2項） 1999/11/1小荷田毅

公害防止管理者等の選任とその届出
（法第4条第3項に準用する第3条第3項）

水質 特定施設の設置・変更等の届出 特定施設使用届出はあるか 1998/2/14届出済

（法第5条第1項） （現在は排水処理施設撤去、対象外） 現在は対象外
規則基準の遵守義務 測定結果は問題ないか 現在は対象外
（条例第80条第1項又は第2項） （現在は排水処理施設撤去、対象外）
公害防止管理者等の選任とその届出 統括責任者、管理責任者はいるか 現在は対象外
（法第4条第3項に準用する第3条第3項） （現在は排水処理施設撤去、対象外）

変電設備 電気工作物の保安・維持の責務 年次点検は行われているか 2/26実施
（法第42条） 日本テクノ
PCB使用届出 PCB使用設備はないか 10/27確認

使用設備無し
LPG屋外貯蔵タンク 消防活動阻害物質貯蔵と届出 定期点検は行われているか 10/27確認

（法第17条の3の2と3） （TOKAI 1ヵ月点検）
指定数量以上届出（3,000kg以上） 届出不要（3,000kg以下） 届出不要

3,000kg以下
劇物 指定劇物の使用の届出 取扱者届出不要 届出不要
（硝酸、苛性ソーダ） （法第22条の5） （法第22条、施行令第41条より）

特化物作業主任者の設置 特化物作業主任者はいるか 望月一樹
（法第27条）
事故・盗難時警察・消防に届出 作業場、保管庫に劇物表示はあるか 10/27確認
（法第16条の2）

油類 事業所から事故により排出される油 油の漏洩はないか 10/27確認
（法第7条）
少量危険物の貯蔵、取扱い 少量危険物貯蔵取扱所の表示はあるか 11/15確認

（第4石油類1200L以上）
粉塵 粉塵発生機の設置届（局所排気装置） 労働基準監督署届出はあるか 2007/4/24届出済

(ガラスショット機） （法第85条、第86条） （現在はショット機撤去、対象外） 現在は対象外
測定結果は問題ないか 対象外

ショット機撤去済
ばい煙（ボイラー） ばい煙発生の設置届 設置届出はあるか 2006/6/14届出済

（法第6条）
消防法
（法第6条）

フロン排出 簡易点検、3ヵ月に1回以上簡易点検 自主簡易点検は行われているか 1月4月7月10月
（法第16条） 実施
廃棄時の回収業者への引渡 廃棄時は適切に回収されているか 10/27確認
（法第2条、5条）

家電 排出する場合業者に適切に引渡 廃棄時は適切に回収されているか 10/27確認
（法第6条）

2023年11月15日
環境関連法規取りまとめ及び遵守状況チェック表

-

〇

〇

〇

〇

-

〇

〇

〇

〇

〇

-

-

〇

〇

〇

-

-

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

家電リサイクル法

毒劇物取締法

労働安全衛生法

特定化学物質予防規則

土壌汚染対策法

消防法

労働基準監督法

粉塵障害予防規則

大気汚染防止法

消防法

フロン排出抑制法

高圧ガス保安法

静岡県生活環境の保全等に関す
る条例
特定工場における公害防止組織
の整備に関する法律

振動規制法

静岡県生活環境の保全等に関す
る条例
特定工場における公害防止組織
の整備に関する法律

水質汚濁防止法

特定工場における公害防止組織
の整備に関する法律

電気事業法

PCB廃棄物特措法

消防法

騒音規制法

静岡県環境基本条例

静岡県産業廃棄物の適正な処理
に関する法律

環境基本法

廃棄物の処理及び清掃に関する
法律

静岡県環境基本条例

静岡県産業廃棄物の適正な処理
に関する法律
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Ⅶ 環境関連法規等の遵守状況確認及び違反、訴訟の有無
別紙「環境関連法規の取りまとめ及び遵守状況チェック表 川口工場 （2023年11月2日）」

文書番号：EM-28 点検日
埼玉プレス鍛造㈱　川口工場 点検者 営業管理課　 吉田

項目 法規則名 主要な法規制等 対応・確認項目 確認・届出日 〇・×
一般廃棄物 改修又は処分は定められた業者に委託 廃棄物置き場に置かれているか 11/2確認

（法第12条、法第12条の2） （一般可燃物）
場内廃段ボール置き場に入れているか 11/2確認
(段ボール）

産業廃棄物 廃棄物の適正処理の確保 廃棄物置き場に置かれているか 11/2確認
（法第3条第1項）
産業廃棄物の保管の遵守 廃棄物置き場に表示はあるか 11/2確認
（法第12条第2項） （60×60以上　種類、責任者）
廃棄物の飛散・流出・地下浸水の防止 廃棄物の飛散、漏洩はないか 11/2確認
（規第8条）
産業廃棄物の処理委託基準の遵守 契約書は取交しされているか 11/2確認
（法第12条第5項） （収集業者、処理業者）
産業廃棄物の委託契約書に含まれるべき事項

（規第8条の4の2）

産業廃棄物管理票の管理義務の交付の報告 年1回状況報告書を提出しているか 6/30提出
（法12条の3第2項～第6項） （川口市長宛） 電子申請
マニフェストの交付の報告 マニフェストは作成保管されているか 11/2確認
（法12条の3第7項）

特別管理産業廃棄物

騒音 特定施設の設置・変更等の届出 特定施設使用届出はあるか 1/12確認
（法第8条第1項） 2009/7/28
規則基準の遵守義務 統括責任者、管理責任者はいるか 2008/1/15内海達二

（条例第53条第1項又は第2項）
公害防止管理者等の選任とその届出
（法第4条第3項に準用する第3条第3項）

振動 特定施設の設置・変更等の届出 特定施設使用届出はあるか 11/2確認
（法第6条第1項） 1982/1/5
規則基準の遵守義務 統括責任者、管理責任者はいるか 2008/1/15内海達二

（条例第80条第1項又は第2項）
公害防止管理者等の選任とその届出
（法第4条第3項に準用する第3条第3項）

水質 特定施設の設置・変更等の届出 特定施設使用届出はあるか 11/2確認
（法第5条第1項） 2008/1/15
規則基準の遵守義務 測定結果は問題ないか 11/2確認
（条例第80条第1項又は第2項） 最終2010/11/24

公害防止管理者等の選任とその届出 統括責任者、管理責任者はいるか 2008/1/15内海達二

（法第4条第3項に準用する第3条第3項）
変電設備 電気工作物の保安・維持の責務 定期点検は行われているか 11/2確認

（法第42条） 2023/10/5
PCB使用届出 PCB使用設備はないか 11/2確認

使用設備無し

劇物 指定劇物の使用の届出 取扱者届出不要 届出不要
（硝酸、苛性ソーダ） （法第22条の5） （法第22条、施行令第41条より）

特化物作業主任者の設置 特化物作業主任者はいるか 盛合一彰
（法第27条）
事故・盗難時警察・消防に届出 作業場、保管庫に劇物表示はあるか 11/2確認
（法第16条の2）

油類 事業所から事故により排出される油 油の漏洩はないか 11/2確認
（法第7条）
少量危険物の貯蔵、取扱い 少量危険物貯蔵取扱所の表示はあるか 表示不要

（第4石油類1200L以上） （貯蔵1200L未満）

粉塵 粉塵発生機の設置届（局所排気装置） 測定結果は問題ないか 11/2確認
(ガラスショット機） （法第85条、第86条） 2023/9/26

ばい煙（ボイラー）

フロン排出 簡易点検、3ヵ月に1回以上簡易点検 自主簡易点検は行われているか 1月4月7月10月
（法第16条） 実施
廃棄時の回収業者への引渡 廃棄時は適切に回収されているか 11/2確認
（法第2条、5条）

家電 排出する場合業者に適切に引渡 廃棄時は適切に回収されているか 11/2確認
（法第6条）

2023年11月2日
環境関連法規取りまとめ及び遵守状況チェック表

〇

〇

〇

-

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

家電リサイクル法

毒劇物取締法

労働安全衛生法

特定化学物質予防規則

土壌汚染対策法

消防法

労働基準監督法

粉塵障害予防規則

ボイラー無し

フロン排出抑制法

埼玉県騒音規制法

特定工場における公害防止組織
の整備に関する法律

振動規制法

埼玉県振動規制法

特定工場における公害防止組織
の整備に関する法律

水質汚濁防止法

特定工場における公害防止組織
の整備に関する法律

電気事業法

PCB廃棄物特措法

騒音規制法

特別管理産業廃棄物無し

環境基本法

廃棄物の処理及び清掃に関する
法律

埼玉県環境基本条例

埼玉県生活環境保全条例
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Ⅷ 社長による環境評価

1. 環境経営目標及び結果に対する評価

埼玉プレス鍛造株式会社
代表取締役社長 内海達二

実施日：2024年2月16日

2. 今後の課題、活動指示

・ 新型コロナ感染症や半導体不足など大幅に解消され以前の活動に戻りつつある
なか、自動車等軽量化の波に乗り売上高を昨年より36%伸ばすことができた。このよ
うな環境のなか、省エネタイプの設備導入により生産量あたりのCO２排出量は目標
達成ができた。

・ LED照明への変更、省エネタイプのクーラー導入など従業員へ目で見える活動を
行い従業員全体のモチベーションをあげることに成功した。EA21の活動がいかに企
業価値をあげることができるかを実感した。

・ 川口工場は社員一丸となって取り組んではいるが立地状況も悪く生産時間も制限
があり、かつ設備も古く効率の良い生産が出来ていない。今年度は生産量当たりのC 

CO２排出量、一般廃棄物排出量、産業廃棄物排出量、化学物質使用量削減目標を
達成することができた。

・ 環境エコアクション２１ガイドラインに準拠いた環境改善活動を一層推進する。

・ 経営理念『信頼と満足』を具現化し地域・顧客・従業員に対し環境貢献をする。

・ 2022年10月31日に『SDGs宣言』をした。より一層EA２１に取り組んでいく。
SDGｓ活動を推進し、従業員が作業しやすい環境作りを目指す。

・ 人材育成も兼ね安全パトロールと５Sパトロールを展開する。
ムダ・ムリ・ムラ・危険の早期発見および継続的改善に努める。

・ 費用対効果を念頭に省エネに適した新設備を積極的に導入し省エネに貢献する。

・ 現状の実施体制に問題がないが活動しやすい体制を整える。

・ 環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画、実施体制 等に変更なし。
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